
泣き入りひきつけ、息止め発作、breath-holding spellsともいう。

大半の症例は、息止めで終わることが多い。乳幼児が大泣きした後、呼気状態のまま

呼吸停止し、顔色不良、意識消失、全身の脱力、けいれんを起こす。

何もしなくても呼吸は再開する。予後良好で６－７歳までにほぼ消失する。

憤怒・けいれん4

甘麦大棗湯
※イライラが顕著な例は、 抑肝散、あるいは 抑肝散加陳皮半夏を試す

①急性咽頭炎（１，２，３，５，６型）

②咽頭結膜炎（プール熱として夏カゼの１つとして有名）（３，７，７ａ型）

③乳児肺炎、成人肺炎（４，７型）

④急性濾胞性結膜炎（３，７，７ａ型）

⑤流行性角結膜炎（８，１９，３７型）

⑥急性出血性膀胱炎（１１，２１型）

40

39

38

37

36

体温（℃）

時間

５日間

熱型表

熱型表の見方

１０月１１日（土）,２５日（土)岐阜市の漢方外来
時間：１４：００－１７：３０ 場所：中島小児科（岐阜市鍵屋東町２－１）

※すべて院外処方です。

児童精神科領域で使える漢方薬

お知らせ

もともと胃弱な人が

「今回こそ食べよう」

と思ったときに飲み

ます（焼肉の前）。

芍薬甘草湯

食欲不振、

手足の倦怠

補中益気湯

補中益気湯の

夏バージョン。

暑い環境で働く人、

スポーツをする人に。

清暑益気湯

熱中症の頭痛、めまい、嘔気、嘔吐、下痢

五苓散

小青竜湯

麻黄附子細辛湯

冷房で冷えて水っぽい鼻水が出た。

冷えの強い人は で、

は、カプセル製剤もあります。

19

127

127

127

17

136 68

食欲不振、手足の倦怠

五苓散

17 136

68
127

卵

●卵白、卵黄があるが、卵白が原因の大半である

●日本で最も多い原因食品

●３歳で３０％、６歳までに７０％が耐性獲得

●抗原性の多くは、オボムコイド、オボアルブミンである

牛乳

●日本で２番目に多い原因食品

●３歳で３０％、６歳までに８０％が耐性獲得

●カゼインとβ-ラクトグロブリンが主抗原である

小麦

●日本で３番目に多い原因食品

●３歳で６３％以上が耐性獲得

●水・塩に不溶性のグルテン、グルテン中の

ω-5グリアジンがアレルゲン

大豆

●３歳で７８％が耐性獲得

●感作は多いが、摂取できることが多く、

不要な除去に注意する

甲殻類

●年長児が発症することが多い

●エビアレルギー患者さんの６５％は、

カニにも症状を経験する イカには１７.５％

ピーナッツ ●欧米に多い、日本では食物アレルギーの第４位

ナッツ類

●クルミ、カシューナッツ、アーモンドが多い

●症状は重症が多く、自然耐性獲得は望みにくい

●ナッツ類は１つずつの評価が必要（分類学上別物扱い）

●最近患者さんが増えている（外来でも多くみるようになった）

そば

●一般に穀物はイネ科、そばはナデシコ目タデ科ソバ属の

１年草である

●経口、経気道的にアレルギー反応を起こす

（そばをゆでているときに咳が出る）

●即時型の発症、体制を獲得しにくい（ずっと食べられない）

気温が少しずつ下がってきています。 すでに乾燥肌が始まった方もいます。

朝夕の保湿は欠かせません。保湿剤の種類がいくつかありますので、

ご希望を言って下さい。

今年は、イネ科の花粉症の方が多い印象です。抗アレルギー薬、点眼薬、点鼻薬もあります。

冷えのある方は、そろそろ冷えに使える漢方薬を開始です。冷える場合によって

使える漢方薬が異なります。免疫を上げるためにも、冷え対策は大切です。

コラム

休診のお知らせ １０月１日（水） ,１８日（土) ,２２日（水)

インフルエンザ

ワクチンの予約

現在、外来にて受付中です。

予定数の予約で終了となります。

①注射薬（生後６ヶ月～） ②点鼻薬（２－１８歳）

本当の原因は不明。

西洋医学的には、重症例に抗不安薬が出される以外には治療法がない。

夜泣き1

抑肝散 イライラ、怒りやすい

甘麦大棗湯 ヒステリック、さめざめと泣く

※長期化しているときは、

抑肝散加陳皮半夏

睡眠中に突然起き上がり、大声をあげ、恐怖に満ちた表情、恐怖から逃れるような

言動がある。部屋を走り回り、周囲からの声に反応せず、数分後に再入眠する。

夜泣きをする年齢より大きく３ー４歳以降。著しく興奮するほど楽しいこと、学校などの

いじめなどのストレス、葛藤がきっかけになることがある。

夜驚症2

柴胡加竜骨牡蛎湯 桂枝加竜骨牡蠣湯（虚弱傾向に）

※ゲーム障害に あるいは ， を使うことがある

短時間に無意識に起こす不随意運動を指す。声帯が急速に反復的、非律動時、

常同的に動く。運動チック、音声チックがある。両者合併例も見受ける。

睡眠中は起こらない。

チック症3

抑肝散 抑肝散加陳皮半夏 柴胡桂枝湯（緊張が強いタイプ）

※まずは２週間試してみる

ポイント

つらい出来事に遭遇して、それが「心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）」を

発症することがある。

トラウマ5

神田橋処方（神田橋條治先生考案） 桂枝加芍薬湯＋ 四物湯

※メカニズムは不明だが、フラッシュバックが起きなくなり、

出来事の記憶は残るがトラウマにならなくなっていく。

急に息が苦しくなって、口が渇いて、しびれて、動悸がすごくて、

このままだと死んでしまいそうになる人が対象。

パニック発作6

苓桂甘棗湯（エキス剤にないので）

苓桂朮甘湯 ＋ 甘麦大棗湯を併せて飲む ※頓服使用が可能

気分がふさいで、ノド・食道部に異物感がある。

のどがつまった感じがする（咽喉頭異常感症）7

半夏厚朴湯

柴朴湯 麦門冬湯 抑肝散加陳皮半夏

茯苓飲合半夏厚朴湯 二陳湯 なども使われる。

その他
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